
名誉教授  田村守  （たむらまもる）  氏 

（享年 68 歳） 

 

名誉教授田村守氏は，平成２３年８月７日

心筋梗塞のため逝去されました。ここに，同

氏の生前のご功績を偲び，謹んで哀悼の意

を表します。 
同氏は，昭和１８年５月１２日に生まれ，同４

１年３月北海道大学理学部化学科卒業，同

４３年３月同大学大学院理学研究科化学専

攻修士課程修了，同４６年３月同専攻博士

課程修了し，理学博士（北海道大学）を取得

いたしました。博士課程期間中は主に大阪

大学・基礎工学部，小谷研究室にて研究を

行っていました。その後，ペンシルバニア大

学 The Johnson Research Foundation の

Britton Chance博士のもとで博士研究員，同

４９年９月大阪大学産業科学研究所助手，

同５３年４月北海道大学応用電気研究所助

教授を経て，同６３年１２月同教授に昇任し，

平成４年４月北海道大学電子科学研究所

教授，同１８年４月同大学大学院先端生命

科学研究院教授に配置換えとなり，同１９年

３月３１日定年により退職され，これまでの

功績により同年４月に名誉教授の称号を授

与されました。 
同氏は，北海道大学応用電気研究所及

び電子科学研究所で主に生体分光学の先

駆的研究を行い，特に光を使った無侵襲生

体計測技術の開発と，主として臓器還流法

を用いた生体系の酸素代謝の研究を行って

来ました。同氏の研究は特に，生体分子を

対象とした分光学，特に近赤外領域におけ

る光の吸収，発光，散乱等に着目し，新しい

概念と独創的発想に基づく，生体分子の機

能の解析手法を開発するとともに，それらの

方法論を分子レベルから人の生体機能，特

に脳の高次機能まで幅広い研究対象に展

開し，基礎科学のみならず，応用，特に臨

床分野への発展に貢献したことにあります。

基礎分野においては，ミトコンドリア内膜に

含まれるチトクロム酸化酵素の近赤外吸収

帯が酸化還元状態で変化することに注目し，

ミトコンドリア内や細胞内の酸素化状態の定

量的測定方法の開発を行いました。同氏の

多彩な研究業績の中で特筆されるのは，近

赤外光を中心とした脳酸素モニターの開発

及び世界に先駆けて作られた光 CT 装置が

挙げられます。また，臨床応用を目指した蛍

光内視鏡の開発や無侵襲血糖計測法の開

発にも大きな貢献があります。 
また，同氏は長年にわたって，生体分光

学の研究・教育に努めてきました。 大学初

年次の基礎教育から大学院の専門教育に

わたって，多くの学部学生および大学院学

生の教育と育成に尽力するとともに，博士

論文の研究・執筆指導を務めてきました。特

に他学部（医，歯，工）のみならず，他大学

や社会人からなど，多くの学生を預かり，十

数名に及ぶ博士論文等の指導を行いました。

それらの卒業生および修了生はいずれも国

内外における大学，官公庁，研究機関，企

業等，それぞれの分野で指導的役割を果た

す人材となっています。 



 同氏は上記の研究活動と共に，本学内外

の諸活動において，数々の貢献をして来ら

れました。特に，医用近赤外分光法研究会

会長，酸素ダイナミクス研究会会長，生物

物理学会理事，財団法人伊藤医薬学術交

流財団選考委員，財団法人光産業技術振

興協会バイオフォトニクスブレークスルー技

術委員，を歴任しました。また海外では，

NIH: Visiting Professor，英国 Fellow of The 
Institute of Physics, ISOTT2008 名誉会長と

して活動，また，平成１８年１０月より，日本

大学医学部客員教授と独立行政法人沖縄

科学技術研究基盤整備機構特別顧問，理

化学研究所客員主管研究員等として，分子

イメージング関連の研究を担当しました。平

成１９年３月本学を退職した後は，平成２０

年から中国 清華大学医学部の高級訪問

教授として活躍していました。 
ここに，謹んで先生のご冥福を心よりお

祈り申し上げます。 
 

（金城 政孝） 


